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１．概要

熊本大学工学部グローバルものづくり教育センター

では､あらたな取り組みとして､組織を俯瞰しリードす

るグローバルものづくり実践力と起業精神を持つ人材

を育成することを目的とした「グローバルものづくり

実践力協働教育事業」の構想を作り､文部科学省の採択

を受けて､H27 年度から教育事業を開始している。 

その一環として､将来のアントレプレナーや企業の

プロジェクトリーダーとなる人財の育成を目的とした

トップランナー育成型の教育プログラムとして「複合

領域･新領域価値創造プログラム」の開発を H26 年度

から進めてきた。 

この教育プログラムは､いろいろな分野・技術が複合

した､あるいは新規性・革新性が高い研究領域・事業領

域に於いて､学生自らが産学･産学官連携環境で､主

体的に企画・構想から製品化/事業化/ｲﾝﾌﾗ化を目標

として研究開発を行う中期教育プログラム（B4 か

ら M2 迄の 3 年間想定）である。 

本報告では､農工連携領域をテーマとする教育プ

ログラムについて､準備期間である H26 年度と初年

度である H27 年度の教育活動の成果を報告する。 

２.教育研究領域の選定 
教育研究領域として「農工連携領域」を選定した。

本教育プログラムは､長期的に取り組める多くの潜

在テーマがあり産学官連携環境で進め易い領域を選定

する必要がある。日本の農業は農業従事者減少､高齢化､

耕作地減少等の長期的課題が進行する中で､国際的な

競争力の確保が重要になっている。   

農業機械に目を向ければ､オフロード車排気規制や

小型耕運機の電動化が始まりつつあるが､対応するべ

き農作物や農機の種類が非常に多いことから､低炭素

化､排気ゼロ化､省力化､省人化などの面で多くの改善

余地があると思われる。さらに熊本大学が立地する熊

本県は全国有数の農業県であり､PBL に基づくテーマ

選定と産学官連携環境を作り易いことが挙げられる。

以上の観点から「農工連携領域」が最適と判断した。 

３.産学官連携環境の構築 
学生が活動を行うフィールドをあらかじめ用意する

必要があるので､自治体､企業､JA､農業法人と関係づ

くりを行い､下記の開発環境を構築した。 

 

４.活動体制と進捗 
H26年度は情報電気電子工学科のB4卒論生 2名を

対象とし通年で本教育プログラムのトライアルを行な

い､H27 年度は､機械システム工学の院生も加えた専

攻横断体制（M1 が 4 名､B4 が 2 名）で、企画､構想及

び､1 号機の設計､試作､評価を完了させた。 

 

５製品開発プロセス 
本教育プロジェクトは企業が行う製品開発プロセスそ

のものであることから下記の取り組みを指導した。 

１）農業の現場に出向いて､作業実態を見て､生産者の

声を聴いて､課題とブレークスルーを見つけること 

２）既存の農業機械の使われ方､相場値（能力､価格､

諸元）､課題を明確にすること 



 

３）図面を作り図面を基に機能と形状を考えること 

４）運動性能メカニズムの仮説を作り農場での実験で 

検証とパラメタの定量化を行うこと 

５）バリュー（価格）とコストのバランスを見て採用

する機能､構造を決めること。 

６）企業と毎週 1 回の定例ミーティングを行って進捗

状況､課題､日程を共有化すること。 

７）開発日程表を作り進捗を管理すること 

６.学生のコンピテンシー評価 
評価方法､評価基準は､本教育プログラムが目指す人 

材育成の目標そのものである。本教育プログラムでは

経産省の社会人基礎力の 12 の要素を 5 段階にレーテ

ィングし､評点５は社会人で社会や企業のリーダーと

して活躍する人の能力レベルとした。 

 学生が達成すべき能力レベルは､全要素で評点 2 以

上を必達とし､評点３達成をチャレンジ目標とした 

学生評価は、学生自身の自己評価だけでなく､教員、参

加学生、参加企業からの評価を加えた多面評価とした。 

 

７.学生が実施したプロジェクト活動内容 
１）PBL に基づくテーマの選定 

熊本県の農業全般の状況と課題について､熊本県の

統計データ､JA など農業関係者インタビュー､いろい

ろなインターネット

情報など､さまざま

な情報を俯瞰して検

討した結果､熊本県

の特産品であるスイ

カの収穫作業で使う

農業用運搬機の電動

化をテーマとした。 

２）製品の企画（課題

分析と対策立案） 

 農家からのコメント､

学生による運転体験な

どから、現状の運搬機

の課題をまとめ､電動

化と操作性の改善､で

課題を解決できると判

断した。               

 

３）構想 

 実際でのスイカ収

穫作業での使われ方

を分析して電動運搬

機の目標性能を作り､

電動化システムの構

成とバッテリ容量と

モータ出力を計画す

ると共に、操作系の

設計コンセプトを立案した。 

 

４）運動性能メカニズム検証とパラメタ定量化 

 車両運動方程式を作り実機で測定､検証した。 

 

５）設計 

車両構造図、電気回路図等を作成した。 

 

６）試作 

 1 号機を完成させた。 

 

 

 



 

７）実験評価 

 評価を行い狙い通りの性能が達成できたか確認した。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

８） プロジェクト進捗管理 

・開発日程表を作り進捗が見えるようにした。 

・参加する企業､学生で毎週定例会議を行ない進捗状況 

の共有化､方針論議を行った。 

・毎週の定例会議の議事録を作成し配布した。 

 

９） 学生のコンピテンシー評価 

 コンピテンシーの自己評価と相互評価を実施した。

（プロジェクトリーダー学生の事例を示すが､赤は他

者評価であり､プロジェクト全員の状況把握と働きか

けの不足､情報のタイムリー性などが指摘されている） 

 
 

８.H27年度の振り返り 
１）学生の達成レベル 

教員の関与について､基本的には学生任せで進め､必

要な技術やスキルの講義やゼミ､毎週の定例会議等で

の進め方のアドバイス程度に抑制しているが､   

学生が､複合領域・新領域での産学官連携活動に学生

自身の研究として主体的に取り組むことで、強いモチ

ベーションを保ちながら、課題発見と解決を行い､関係

者との交渉･相談､教員への報告を行う能力が習慣とし

て身に付き始めていると判断できる。 

参加企業からも、参加学生は皆､礼儀正しくて言葉遣

いが良く、本プロジェクト活動への熱心さが伝わって

くるとの評価を得ている。 

また学生がコンピテンシーの評価を行うことで､自

己の能力レベルを測定でき､かつ､自己の強み弱みを知

ることができ､さらに他者評価により自己が気付かな

い部分も知ることができることは､学生の成長に大変

有効な手段であると思われる。 

２）評価の課題 

 本教育プログラムは､H26 年度は「農工連携テーマ」

1 件の活動であったが、H27 年度からは「医工連携テ

ーマ」「社会/工学連携テーマ」の教育プログラムが追

加され､３つのプロジェクト活動がスタートしている。 

3 月 3 日に各プロジェクトの成果報告会を実施した

が、コンピテンシー評価に若干のばらつきが見られた

ので､異なるプロジェクト､教員間での学生の能力評価

のばらつきを極小化する為に､達成レベルの程度をさ

らに細かく定義する等の改善を H28 年度に検討する。 

９.今後の予定 
 農工連携領域での電動運搬機の実用化プロジェクト

は H28 年度が最終年度となり､量産試作品の設計､試

作､評価及び､事業化（生産準備､販売）を行う予定であ

る。現時点で電動運搬機のバリューにみあったコスト

を実現できるかという課題があり､難易度が高いプロ

ジェクトとなっているが、学生諸君の主体的な取り組

みと創意工夫で困難を打開し実用化の道筋を付けてく

れることを期待し、ものづくり教員としての必要なサ

ポートを続ける予定である。 


